
第４０号 

幕
の
保
管
場
所
の
設
置
を
基
本
と
し
て
整

備
す
る
事
を
承
認
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
①
旧
古
賀

医
院
の
曳
き
移
転
・
同
修
理
工
事
、
②
移
転

跡
地
の
埋
蔵
調
査
、
③
二
基
目
の
防
火
水
槽

の
設
置
を
行
な
う
事
も
了
承
し
ま
し
た
。 

 
一
基
目
の
防
火
水
槽
の
設
置
工
事
が
十

一
月
・
十
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
七
つ
の
防
火
水
槽
用
コ
ン
ク
リ
ー

ト
部
材
は
一
つ
が
十
屯
を
超
え
る
た
め
、

夜
間
に
一
部
通
行
止
め
に
し
て
搬
入
さ

れ
、
十
二
月
十
五
日
に
大
型
ク
レ
ー
ン
を

使
っ
て
、
設
置
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

防災センターの機能を検討する部会 

 

 

一
月
八
日
（
日
）、
豆
田
地
区
で
は
、
午
前

六
時
よ
り
桂
林
小
学
校
で
桂
林
小
育
友
会
主

催
の
、
ま
た
午
後
五
時
よ
り
花
月
川
河
川
敷

で
丸
の
内
青
壮
年
団
主
催
の
「
ど
ん
と
焼
き
」

が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

青
竹
で
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
に
、
各
家
庭
か

ら
し
め
縄
な
ど
の
飾
り
が
持
ち
込
ま
れ
、
町

内
の
年
男
・
年
女
が
や
ぐ
ら
に
火
を
付
け
る

と
、
今
年
の
干
支
の
辰
の
様
に
火
柱
が
天
に

向
け
て
駆
け
上
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
主
催
者
が
用
意
し
た
ぜ
ん
ざ
い

や
ブ
タ
汁
の
接
待
を
受
け
な
が
ら
、
今
年
の

「
無
病
息
災
」
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者 

豆 田 町 伝

建保存会 

24 年 1 月 

十
二
月
十
三
日
、
第
二
回
目
の
防
災
部
会

が
開
催
さ
れ
、
「
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
内
部

機
能
や
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

旧
古
賀
医
院
に
つ
い
て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

活
用
の
た
め
改
造
さ
れ
た
外
壁
や
内
部
の

柱
や
壁
を
元
の
通
り
に
復
原
す
る
た
め
、
元

の
形
状
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
幅
広
く
情

報
を
集
め
る
事
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
う
え
で
、
内
部
機
能
と
し
て
、
①
防

災
の
た
め
に
必
要
な
施
設
、
②
地
域
住
民
の

交
流
の
た
め
に
必
要
な
施
設
、
③
観
光
振
興

の
た
め
に
必
要
な
施
設
、
④
地
元
山
鉾
振
興

会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
見
送
り
幕
・
水
引
き 

設置された防火水槽用コンクリート部材 

 

一
月
五
日
、
本
年
の
「
出
初
め
式
」
が
日

田
市
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
約
七
〇
〇

名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
て
訓
練
点
検
や
操

法
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
恒
例
の
放
水
訓
練
が
花
月
川
河

川
敷
に
移
動
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
十
一
時
、
原
田
啓
介
日
田
市
長
の
合

図
で
開
始
を
知
ら
せ
る
花
火
が
打
ち
上
が
る

と
、
参
加
し
た
三
十
九
消
防
分
団
の
消
防
車

か
ら
一
斉
放
水
が
豆
田
側
か
ら
丸
山
町
方
向

に
む
け
て
十
分
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

放
水
と
同
時
に
花
月
川
上
空
に
二
筋
の
虹

が
架
か
り
、
見
物
に
訪
れ
た
観
光
客
や
地
元

住
民
は
「
今
年
こ
そ
は
良
い
年
に
な
る
と
言

う
吉
兆
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 

一斉放水を行なう消防車（中央は豆田分団） 

点火された「どんと焼き」 

勢
い
良
く
駆

け
上
が
る
炎 



 

一
月
十
日
（
火
）
、
商
売
繁
盛
や
家
内
安
全

を
祈
っ
て
十
日
恵
比
須
行
事
が
豆
田
の
三
地

区
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

み
ゆ
き
通
り
商
店
街
主
催
で
行
わ
れ
た
八

阪
神
社
の
「
恵
比
須
祭
」
に
は
午
前
十
時
に

は
四
〇
〇
名
の
行
列
が
出
来
、
橋
本
神
官
の

祝
詞
の
あ
と
、
参
加
者
は
縁
起
干
支
が
当
た

る
抽
選
会
で
今
年
の
運
勢
を
占
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
三
本
松
本
通
り
商
店
街
主
催
の
恵
比

須
祭
り
で
は
福
笹
一
本
を
購
入
す
る
と
抽
選

券
二
枚
進
呈
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
恵
比
須

酒
な
ど
が
当
た
る
た
び
に
お
祝
の
鐘
が
鳴
り

ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て

「
防
火
訓
練
」
を
行
な
い
ま
す
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
全
員
に
、
屋
外

消
火
栓
の
取
り
扱
い
方
法
を
学
ん

で
頂
き
、
放
水
体
験
を
行
な
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

記 

日
時 

 

一
月
二
十
六
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

午
後
二
時
よ
り 

場
所 

 

豆
田
の
辻
公
園 

主
催 

 

豆
田
町
伝
建
保
存
会 

 

 

旧古賀医院の資料提供のお願い！ 

平成２４年度から、復原・修理にあたる

旧古賀医院について、外見を出来る限り

忠実に復原を行なうため、写真などの資

料を探しています。 

提供出来る方は下記まで連絡を！ 

伝建事務局 ☎22-2913 （木下） 

市文化財保護課 ☎24-7171（坂本） 
以前の訓練

の様子 

又
、
丸
山
町
の
財
津
家
横
に
祭
ら
れ
て

い
る
恵
比
須
様
で
も
神
事
が
行
な
わ
れ
、

町
内
の
皆
さ
ん
が
今
年
の
家
内
安
全
を
祈

っ
て
い
ま
し
た
。 

液晶テレビが景品の三本松恵比須抽選会 家内安全を願う丸山町恵比須神事 

多数の参拝者が詰め掛けた八阪神社の恵比寿祭

り 

 

昨
年
の
七
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
「
豆
田
の

四
季
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
募
集
期
間
が
せ
ま

っ
て
い
ま
す
。 

 

祇
園
ま
つ
り
・
天
領
ま
つ
り
・
千
年
あ
か
り
・

お
雛
祭
り
、
及
び
豆
田
の
四
季
を
写
し
た
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
応
募
下
さ
い
。 

応
募
要
綱
は
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

記 

応
募
期
間 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
迄 

応
募
内
容 

豆
田
地
区
の
自
然
・
祭
り
を
写
し
た

も
の
（
サ
イ
ズ
は2L

～A3

） 

賞
品 

最
優
秀
賞
・
ホ
テ
ル
風
早
宿
泊
（
一
万
円 

 
 
 
 

優
秀
賞
・
食
事
券
（
五
千
円
相
当
） 

 
 
 
 

特 

選
・
お
買
物
券
（
二
千
円
円
相
当
） 

応
募
方
法
・
・
左
記
ま
で
郵
送
又
は
直
渡
し 

 
 
 
 
 
 

〒
八
七
七
―
〇
〇
〇
五 

 
 
 
 
 

日
田
市
豆
田
町
十
三
―
四 

 
 

木
下
酒
店
気
付
・
豆
田
町
伝
建
保
存
会 
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